
神奈川県立がんセンター 

病理診断科 常勤病理医 募集 

 

当科の特色 

県内複数の大学と連携しながら、診断の質向上とともに、働きやすい職場環境づくりにも

取り組んでいます。過度な業務負担を避け、個人の意思を尊重した適切な勤務体制の維持

とチームでの協力を重視しています。現在は体制強化を進めており、より持続可能で質の

高い診断体制の構築を目指しています。若手医師の育成にも注力し、経験を積みながら成

長できる環境を整えています。 

 

1) 多彩な症例とチーム診断 

主要臓器から希少がんまで幅広い豊富な症例。臓器担当制とダブルチェックで診断の質を

担保します。診断難渋症例は合同カンファレンスで検討し、必要に応じて外部コンサルタ

ントの助言も得ています。 

 

2) 臨床連携の密度 

臓器別カンファレンスを定期開催し、病理所見の臨床的意義をその場で共有。追加検査の

提案や方針決定に直結する対話が日常的です。 

 

3) がんゲノム医療への実務参画 

遺伝子パネル検査の検体選択や結果解釈、エキスパートパネルへの参画を通じ、分子病理

の実践機会が得られます。 

 

 



募集の背景 

神奈川県立がんセンター病理診断科では、診療体制強化のため定員枠を増やし、新たに常

勤病理医 1 名を募集することになりました。 

外科病理診断に加えてがんゲノム医療や研究活動にも力を入れ、より高度で多様ながん診

療に対応できる体制の充実を図っています。 

 

病理診断科 メンバー（国際留学生受け入れ時） 

 
 

主な業務 

・ 組織診 (手術・生検):年間約 12,500 件 

・ 細胞診 (細胞検査士との連携):年間約 8,000 件 

・ 術中迅速病理診断:年間約 800 件 

・ 合同カンファレンス／キャンサーボードでの所見提示 

・ 病理解剖:近年は減少傾向ですが、今後は年 10 件程度を想定 

・ 治験業務件数：年間約 300 件 



現在の診断体制 

・ 常勤病理医 6 名 

・ 非常勤   13 名 

・ 病理検査技師 12 名 

・ 内、細胞検査士 7 名 

・ 認定病理検査技師 3 名 

・ 事務補助 3 名 

 

当科で得られる経験 

主要臓器から希少がんまで幅広い症例を経験し、オールラウンドな診断力を養うことがで

きます。外科病理を基盤としつつ分子病理・がんゲノム医療にも携わり、実践的な専門性

を高める環境です。 

さらに、臨床各科とのカンファレンスを通じて連携や発表のスキルを磨く機会があり、併

設の臨床研究所との協働による学術活動も推進しています。学会発表・英文論文作成など

研究活動への支援体制も整っています。 

 

求める人物像 

外科病理を着実に担い、協調的で温厚なコミュニケーションができる方。丁寧な診断を心

がけ、チームで質を高める姿勢のある方。臨床各科との協働やカンファレンスでの意見交

換を通じて実践的な診断力を磨きたい方を歓迎します。また、研究活動に意欲のある方も

歓迎します。臨床と研究の双方に理解のある方に適した環境です。 

 

 



応募方法 

応募方法の詳細(提出書類・選考・条件等)は、当院公式の公募要項をご確認ください。 

 

【事前職場見学について】 

 当科では応募前の職場見学をお勧めしております。 実際の業務環境や当科の雰囲気をご

確認いただくとともに、私たちも応募者の方とお話しする貴重な機会と考えております。  

見学のご希望は随時受け付けており、日程は調整のうえご案内いたします。  

ぜひ一度ご来院ください。  

担当:病理診断科 部長 大久保 陽一郎  

メールアドレス:ookubo.0940f●kanagawa-pho.jp(●を@に変換してください)  

※遠方等、事情がある場合は、オンライン(Zoom)での対応も検討いたします。 

 

 
 

神奈川県立がんセンターで、私たちと共にがん診療を支える病理診断に携わりませんか。 

皆さんのご応募を心よりお待ちしております。  
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※近年は、県内大学との合同研究会も実施し、交流を深めています。 


